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四
月
6
日
開
通
ヘ
総
仕
上
げ

福
島
県
内
の
常
磐
自
動
車
道
の
う
ち
、
相
馬
i
山
元
、
浪
江
i

南
相
馬
両
区
間
の
舗
装
工
事
が
ロ
月
6
日
の
開
通
に
向
け
総
仕
上

げ
に
入
っ
た
。
開
業
ま
で
残
り
2
カ
月
を
切
る
中
、
福
島
北
端
に

設
け
る
一
新
地
I
C付
近
の
現
場
が
叩
目
、
報
道
陣
に
公
開
さ
れ
た
。

現
地
で
は
G
P
Sに
よ
る
情
報
化
施
工
を
駆
使
し
、
丁
寧
に
転
圧

を
管
理
し
な
が
ら
道
路
表
面
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
が
行
わ
れ
て

い
た
。
来
春
ま
で
に
福
島
第
1
原
発
西
側
の
最
終
工
区
も
開
通
し
、

関
東
と
東
北
を
結
ぶ
大
動
脈
が
完
成
す
る
。

常磐道相馬~山元、浪江~南相馬

常
磐
道
で
整
備
中
の
区
間

は
、
南
側
か
ら
最
も
原
発
に

近
い
常
磐
富
岡
j
浪
江

(
U

・
3
J
)
、
浪
江
i
南
相
馬

(民・

4
キ
ロ
)
、
相
馬
i
山

元
(
お
・

3
キロ)の
3
区
間
。

今
回
、
東
日
本
高
速
道
路
東

北
支
社
相
馬
工
事
事
務
所
が

工
事
を
担
当
す
る
浪
江
i
福

島
・
宮
城
県
境
(
約
印
キ
ロ
)

の
う
ち
、
新
地
イ
ン
タ
ー
チ

ェ
ン
ジ

(
I
C
)
周
辺
の
様

子
を
見
学
し
た
。

福
島
・
宮
城
両
県
を
ま
た

ぐ
未
開
通
区
間
に
は
六
つ
の

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を
設
け

る
。
こ
の
う
ち
新
地
I
Cは

福
島
県
の
最
北
端
に
位
置
す

る
。
開
業
後
の
利
用
見
込
み

が
1
日
8
0
0台
程
度
と
比

較
的
少
な
い
た
め
、
常
磐
道

で
唯
一
、
平
面
Y
型
構
造
を

採
用
し
た
。
車
両
が
逆
走
す

る
の
を
防
ぐ
た
め
、
東
日
本

高
速
道
路
会
社
と
大
成
ロ
テ

ッ
ク
が
共
同
で
開
発
し
た
逆

走
警
告
ハ
ン
プ
(
突
起
)
を

路
面
に
施
し
た
。

盛
り
土
に
は
集
団
移
転
な

ど
の
復
興
工
事
で
生
じ
た
土

を
再
利
用
。
路
面
の
舗
装
材

に
付
近
の
火
力
発
電
所
で
出

る
石
炭
灰
を
転
用
し
た
。
除

草
コ
ス
ト
を
抑
え
る
た
め
植

栽
に
は
草
丈
が
低
い
テ
ィ
フ

.
ブ
レ
ア
種
を
採
用
し
た
。

I
C付
近
に
は
新
地
町
が

高
速
パ
ス
の
停
留
所
を
設
け

「
パ
!
ク
&
ラ
イ
ド
」
を
実

現
。
こ
こ
で
利
用
者
が
自
家

用
車
か
ら
仙
台
行
き
の
高
速

平面Y型の新地 IC

情報化施工で転圧を管理しながら

進むアスフアルト舗装

縦・横軸形成し移動時間短縮

業
し
、
来
年
春
ま
で
に
福
島

第
1
原
発
西
側
の
最
終
区
闘

が
完
成
す
る
。
宮
入
徹
往
相

馬
工
事
事
務
所
長
は
「
浪
江

』

i
山
元
聞
が
開
通
す
れ
ば
福

島
東
部
か
ら
仙
台
ま
で
の
移

動
時
闘
が
初
分
短
縮
さ
れ
復

興
の
助
け
に
な
る
」
と
整
備

パ
ス
に
乗
り
換
え
ら
れ
る
よ
効
果
を
説
く
。

う
に
す
る
0

1
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済
信
業

相
馬
I
Cか
ら

県

境

に

カ

、

，

~

汀

経

売

経

経

通

工

け
て
の
舗
装
工
事
は
前
田
道
震
災
以
前
に
東
日
本
高
速
一

K

路
が
担
当
o
G
P
Sを
用
い
道
路
会
社
が
試
算
し
た
常
磐
一
報
日
読
産
官
吋
慌

た
情
報
化
施
工
を
採
用
し
、
道
の
利
用
予
測
は
、
浪
江
i
一【

1
4
7
引

U
む

フ
ィ
ニ
ッ
シ
ャ
ー
に
よ
る
敷
南
相
馬
が
5
9
0
0台
、
相
戸

き
な
ら
し
を
自
動
で
制
御
し
馬
i
新
地
が
6
3
0
0台
、
一

な
が
ら
丁
寧
に
工
事
を
進
め
新
地
i
山
元
が
6
7
0
0台一

て

い

た

。

(

何

年

度

時

点

)

。

震

災

後

一

南
相
馬
よ
り
南
の
区
間
で
の
試
算
値
は
な
い
が
、
原
発
一

は
、
東
日
本
大
震
災
の
激
震
事
故
に
伴
う
避
難
者
が
い
わ
一

で
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
路
面
き
市
、
.
仙
台
市
な
ど
を
行
き
一

が
崩
壊
し
、
修
復
に
多
く
の
来
す
る
需
要
が
多
く
見
込
ま
一

時
間
を
割
い
た
。
こ
の
こ
と
れ
る
。
双
葉
郡
に
計
画
さ
れ
一

に
教
訓
を
得
て
、
同
社
は
復
る
除
染
土
壌
な
ど
の
中
間
貯
一

旧
す
る
常
磐
道
全
区
間
の
地
蔵
施
設
の
建
設
が
動
き
だ
せ
一

中
に
樹
脂
製
の
網
を
敷
設
し
ば
、
工
事
車
両
の
往
来
が
今
一

た
。
ボ
ッ
ク
ス
カ
ル
パ

l
ト
よ
り
増
え
る
可
能
性
も
あ
一

な

ど

の

構

造

物

と

コ

ン

ク

リ

る

。

一

!
ト
の
境
目
に
網
を
埋
設
す
全
線
開
通
後
は
縦
軸
の
東

る
こ
と
で
、
災
害
時
に
路
面
北
道
、
横
軸
の
磐
越
道
・
北

が
沈
下
す
る
被
害
を
抑
え
ら
関
東
道
と
と
も
に
は
し
ご
状

れ
る
と
い
う
。
常
磐
道
の
復
の
道
路
網
を
形
成
し
、
豪
雪

旧
区
間
で
効
果
を
発
揮
す
れ
や
災
害
時
の
代
替
ル
i
ト
と

ば
、
地
震
被
害
を
最
小
限
に
し
て
機
能
す
る
。
何
よ
り
被

食
い
止
め
る
有
効
な
手
だ
て
災
者
の
生
活
再
建
と
復
興
ま

と
し
て
他
の
地
域
に
採
用
が
ち
づ
く
り
を
後
押
し
す
る
道

広
が
る
可
能
性
も
あ
る
。
路
と
し
て
、
大
き
な
役
割
が

ロ
月
に
二
つ
の
区
聞
が
開
期
待
さ
れ
る
。

宮
入
所
長

3.毎日
6.中日
9.伊勢
12.日刊工業
15.日本海事

2.朝日
5.岐阜
8.静岡
11.建通
14信濃毎日
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